
雑 報

    東京女醤學會評議員會

昭和17年11月20日午後4時より會議室
に於て東京女時學會評議員會を開催Rt 1）。

 出席者左の如し。

 吉岡會長
 高辻マサエ

 池田 隆徳
 石原 捻
 西田 敬
 大村久榮
 吉成京子
 立野君子
 内田 辰雄
 丸山 アヤ

 三悪美和
 卒野 憲正

決議事項

吉岡副愈長

佐藤八重
磯田仙三郎

伊東俊夫
本多喜美
大村重光
田宮貞仁
堤  辰郎

窪  敦子

佐藤  法

美濃部たか

佐藤イクヨ

今村 明光

鶴川櫓治郎‘

岡龍 太郎

吉 晦  薫

田 村  一

中西清子
八木節子
佐伯 重治

島津フミヨ

4．重曹に就て        西田

  東京女讐撃禽第69同側會

昭和18年1日22日（金）午後6時
東京女子留學專門學校病院會議室

 1・韓子部貫通骨折の二例  、酒本

 2．本邦肺結核死亡率に關する一

 考察（第五同報告）

 一大正九年度膿性年齢別特別死亡i率

 及び訂正死亡傘に就て一 ’   諸岡

・3．汎骨髄窃と誤られたる距急性

 骨髄性白血病の一例     宮越

 4．結核と丈明一ゲオルグ・ウルフ

 の所読に就て    ．   吉岡

一敬

正子

妙子

欽

博入

1．次項総會期日の件

昭和18年10月23H（土）24日（H）
2．次回特別講演憺當者の件

草野憲1E教授，高辻マサエ教授

3．會費改正の件

昭和18年度より會費6圓に改正

   東京女馨學婁第67同濁會

 昭和17年12月4日（金）午後6時
 東京女子二二専門學校臨床講堂

演題
 1．足下痕に就て    ．  深澤リツ子

 2．昭和17年本所病院に牧興せ

   る畿疹チフス家族隔離者のワ

  イルフエリツクス反慮及ウ／f

  グール反慮に就て   ． 輻島 睦子

 3：腸チフス菌に關する研究（第一報）

  各種メデウム中に於ける腸チ

   フス落の杭元構成     安西  港
              丸山たへ
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東京女留學會第9同総會

吉 岡 會 長 挨 拶

會 場 全 景



東京女讐學會第9同総會

内田三戸特別講「演

戸田暉暉特別講演



東京女讐學其頃9図総會演題目次

特 別 講 演

1腰痛の整形外科：施

2動物鵠内に於けるコレステリン類の機能に就て

内  田  辰  雄

戸   田    邦

第1日 10月24日目13－17購）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

16

11

12

13

14

15

16

罪状二二の統計的三門      ．      酒
毛嚢轟性座瘡                ・            出

妊娠中絶の實験例奈徽毒反賑陽性の妊嬬，産婦，新壼見に就ての臨床的観察          大

新解団鹸1血に就て                           宮

誰難野焼の臨糊蹴て       霊
室蛸内科に入院せ・三三囎・就て’

@疇筋無力性球麻庫の一例及び其の治療に就て                高

小謄橋隅に獲生せる聴神経鞘腫の一例         木

綴的難を施回るクノツ准肺炎｝こ勘るliLtaAび尿中㌍一州蹴て回

腸・・ス三三・・tiル・ワクチ・の人黙射囎    蔑

細菌鞭毛の實血温的研究（一新鍍銀法に依る）               市

犬十二指腸愚卵と犬糞便内細菌の種々藥品に蜀ナる抵抗力の比較      中

窒瞼的塞氣跨塞死及失血死脛過中に於ける眼底所見，並に死後眼底所見吉

こ種の蓮動輩位の比較硯究                       吉

乳癌の多叢性骨轄移                           岩

井  喜

田  櫻

倉  早

村 ひ 1さ

地  叩

石  和

 田

鼠蒲
田  光

土  俊

多f喜

 田

 西
山  た

川 民 慈

村  絹

成  京

 岡

崎’て る

美

子

苗

ゑ

榮

子
和

子
子
子

子

美

珠

港

へ

子

子

子

薫

子

第2日．10月25日（9－13購）

1ア入副腎髄質内神纏細胞の細胞學的研究 ・

18人睾丸聞質組織の細胞學的組織墨的研究

圓  、i爽   幸

久 保 田 く ら
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1g無鈎燦轟に因る騒垂炎

20乳腺に賛ける緻維腺腫に就て

2｛新産見に於ける眼科的翻察

22網膜色素攣性症に野するトレパナチオソの治療成績に就て

23樹枝状を呈せるヂフテリー性喉頭，氣管，氣管枝i養膜の二例

24慢性習慣性扁桃腺炎のレ線治療例

25關節ロィマチスムスと扁桃腺摘出

26扁桃腺及びアデノイド手術一年後の調査成績に就て

27 クロナキ”7 一一とミエログラフィー

28 起市癌摘出治療例

29先天徽毒の臨床的鶴察

30流行性畷脊髄膜炎に醤するスルフアピリヂソの奏効例

3f吉田氏反懸に就て

32牛込厘未就學見童の集團強診につv・て一特に児童を封象とせるマントウ

  難。。べ，。4Y。稀織。醗＿     擁

曾我部恵美子
今  田 幸 子

小 野 澤 敬子

喜  井  貞 子

鷹澤敦和季
岩  永   静

北 村 ミ ス キ

窪   敦  子

鬼 頭 阿 佐 夫

鬼 頭 阿佐 夫

鈴 木 壽 和 子

吉 澤 喜 久 子｛

種 田 喜 代 子

山‘ 田   静

（吉  岡 博  入
  野  君  子
  岡  妙  子
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 編’輯＿後 記

奄暫く「編輯後詑」を書かなかったが，護者に編輯者の考へを傳へ，またそれによる捌者の

反響を知るためには，かかる瀾も意義があるやうだかう，本號から復活することに1したQ．

◇御承知のやうに，用紙の配給の大削減で，本誌も廣告を殆ど全慶することとなった。輕量

的には痛手であるが，これも國野上やむを得なV・ことである。かく雑誌が薄くなるにも拘

 らず，印捌費其他の騰貴の浸めに，ま；たま旋回費を値上げしなければならなV・ことは甚だ

邊憾である6しかし，謎干網般の現状より推せば，これも己むを得ざることと御了承願ひ

 たV・。その代り從來の年4同量行を，今年度からは事情の許す限り年5同にするつもりで

 居る。それ故1同は特輯號を出して，時局の要講に鷹じたV・と思って屡る。

◇前述の「特輯號」は「結棲特輯」にするつもりで居る。かかる方面にどしどし御投稿願っ

てζの企劃に御協力環きたいと思ふ。

◇曾員の研究が盛になるにつれて，論交掲載希望者が殖え，今後は「特罰掲載」でないと，

仲々順番が廻らなx，tiかと思ふ。會員は豫めその黙を御承知願ひたv・。（善北）
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